
　

☆玄関から外に出ることもありますので、サンダルでの登園は控えて下さいますよう

　お願い致します。

　 8月の園だより

　梅雨明け宣言が早かったのか宣言後は、曇りや雨の日が多く全国各地では集中豪雨に見舞われま

した。被害に合われた地域の方々にはお見舞いを申し上げます。コロナも一時減少傾向となりまし

たが変異株（ＢＡ５）により感染の拡大がすごい勢いであります。保育園でも更なる対応をすべく

保護者の皆様にもご理解とご協力をお願い申し上げたところです。8月お盆休みで各所にお出かけを

する機会もあるかと思いますが、十分注意をしながら楽しく過ごして下さい。保育園ではコロナ関

連では、園児の健康状態に注視しながらクラス間の移動を減らしたり、給食もクラス単位で摂った

り、できるだけ接触する機会を少なくしています。十分な対応とまではいきませんが最善を尽くし

ています。また、その都度一斉配信メール等で情報の提供を行っていきます。

　話題は変わりますが、3歳以上児の保育料は無償化となりましたが、3歳未満児の保育料が問題で

す。3歳未満児であっても3人目のお子様は無償化となりますが、お子様が3人未満の場合は3歳未満

児は、有償であります。3歳未満児も無償化にするのが当然と思います。なぜならば、3歳以上児有

償のころは、国、県、市町村がそれぞれ按分して保育料を運営費用という財源を確保していまし

た。国50％、県25％、市町村25％でしたが、今回の3歳以上児無償化の場合は、国が財源を１０

０％出していますので、県や市町村の２５％は財源支出はなくなったわけですので今までの財源負

担を考えてみれば、３歳未満児の保護者負担分の軽減措置はあってしかるべきです。もちろん３歳

未満児のお子様が3人目の場合の無償化はありますが、その他の方々の保護者負担の軽減はやるべき

です。出来ないとしても最低減額措置は取るべきです。栃木県内では益子町が3歳未満児の保育料無

償化を実施しました。その結果、出生数が下げ止まったということでした。あまりにも地方行政は

子どもに向ける制度が遅れすぎていると思いますが、皆さんいかがでしょうか。これからも矢板保

育園は関係機関に働きかることをお約束いたします。今月も楽しく元気に過ごせるよう努めます。

　前理事長の初盆なので当時を偲びつつ園児の健やかな成長をお願いします。　園長　守田　浩樹　

☆お盆休み中に感染症にかかった場合は、必ず保育園にご連絡ください。

☆8月13日(土)～8月16日(火)のお盆期間中は、給食関係業者が休みのため、

　お弁当・おやつ持参となりますのでよろしくお願い致します。


